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要旨　攻撃的な犯罪、特に性犯罪をした人の認知に関する論文集である本書は、主に次の

5点を論じている。すなわち、 1）認知の歪みの概念が不明確であり、多義的であるこ

と、 2）認知の歪みの背景にある構造や情報処理過程に着目し、これを統合的に理解す

べきこと、 3）効果的な処遇のためには、認知の歪みの機能を踏まえて、焦点を当てる

べき認知を選択することが適切であること、 4）質問紙調査という測定法には様々な限

界があること、５）強姦犯には他の性犯罪者と異なる特質があること、である。上記の

５点を踏まえ、本稿では、 1）日本の保護観察処遇、特に性犯罪者処遇においても、認

知の歪みの定義の明確化、保護観察対象者の認知の構造や機能の探求が必要であること、

2）質問紙調査の限界を踏まえて、保護観察対象者の回答結果を評価する必要があるこ

と、 3）強姦犯については、暴力犯罪者との類似性を考慮することが重要であること、

を指摘した。本書は、犯罪者の認知に関する理論研究や犯罪者処遇のあり方の議論につい

て示唆に富む論文集と位置づけられる。

1　目　的
　犯罪をした人には、特有の心理的な特徴があり、その変容を目的とした働きかけによっ

て再犯の防止を促進することができるという考え方は、欧米諸国においても、日本におい

ても、共有されているものである。しかしながら、その心理的な特徴の具体的な内容に

ついては様々な見解があり、効果的な処遇のあり方も明らかになっていない。本書 1）は、

攻撃的な犯罪、特に性犯罪をした人の認知について焦点を当て、先行研究をレビューし、

新たな展望、今後の課題、処遇のあり方などについて論じた論文集である。本稿において

は、本書の概要を紹介した上で、日本における犯罪者の認知についての研究の課題や、再

犯防止を目的とした保護観察処遇のあり方について論じる。

2　本書の概要
　本書は13の章から構成されている。
　第 1章は、Thakker, Ward, and Navathe『子どもを対象とする性犯罪者の認知の歪みと潜
在的セオリー』2）である。子どもを対象とする性犯罪者の犯罪支持的認知、ビリーフ、ス

キーマの理論についてレビューし、主要な概念とその関係について明らかにした統合モデ

ル （integrative model） を提唱している。
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　第 2章は、Fisher and Beech『潜在的セオリーと性的殺人』3）である。強姦や強姦殺人を

した犯罪者についての実証研究を行い、スキーマの特徴に応じた処遇を行うべきことを論

じている。 
　第 3章は、Ward, Keown, and Gannon『ビリーフ、価値、行動の判断としての認知の歪
み』4）である。認知の歪みの背景にあるメカニズムを把握するための枠組みとして、認知

の歪みについての判断モデル （judgment model） を提唱している。
　第 4章は、Gannon and Wood『子どもに対する性的加害に関する認知−最近の研究−』5）

である。人間の行動は、人間が認識した内容と、長期記憶において、その内容がどう組織

化されるかによって左右される、という社会的認知の観点 （social cognitive perspective） を
提示している。

　第 5章は、Langton『強姦に関する認知−最近の研究−』6）である。強姦犯に対するアセ

スメントや処遇の充実のためには、強姦に関係する認知の概念をより明確化し、その動的

な機能を把握する必要があることを指摘している。

　第 6章は、Dean, Mann, Milner, and Maruna『子どもに対する性的加害をした人の認知の
変容』7）である。性犯罪者の処遇に当たっては、優先的に焦点化する認知を明らかにすべ

きことを指摘している。

　第 7章は、Eccleston and Owen『強姦犯に適合する認知療法−最近の発展−』8）である。

強姦犯には、認知の歪みの内容の特徴を踏まえた処遇を行うべきことを論じている。

　第 8章は、Sestir and Bartholow『攻撃と暴力に関する理論的説明』9）である。人間が情

報を知覚し、処理し、蓄積し、想起するプロセスにおいて、攻撃性が形成されていくこと

に関連した研究についてレビューしている。

　第 9章は、Collie, Vess, and Murdoch『暴力に関係する認知−最近の研究』10）である。暴

力犯罪者の暴力についての認知の内容、認知的過程、認知的構造について考察している。

　第10章は、Palmer『道徳的認知と攻撃性』11）である。暴力的な行動は、自己中心的な認

知の歪みを伴う、幼少時からの道徳的発達の遅れから生じるものであることを指摘してい

る。

　第11章は、Hollin and Bloxsom『怒りによる攻撃性に対する処遇』12）である。対人的な

暴力行動を 2つの類型に分け、 1） 衝動的で、否定的な情動の表明を伴う反応的なもの 
（reactive） と、 2） 熟慮されており、個人の目標達成のための主体的なもの （proactive） と
があることを指摘している。

　第12章は、McMurran『アルコールと攻撃的認知』13）である。飲酒には、暴力への親和性

を増大させるような認知的メカニズムがあり、このメカニズムを踏まえた処遇を行う必要

があることを論じている。

　第13章は、Gilchrist『家庭内暴力者の認知−説明、エビデンス及び処遇−』14）である。

家族に対して暴力行為を行う男性の認知の特徴を明らかにし、これを踏まえた防止策を示

している。

3　考　察
　ここでは、本書の内容のうち、性犯罪者の認知の歪みの概念や、認知に焦点を当てた処

遇についての主要な論点を取りだし、より詳しく述べるとともに、日本における犯罪者の
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認知についての研究の課題や、日本の保護観察処遇の現状に照らしつつ、そのあり方につ

いて考察する。

3.1　認知の歪みの概念
　本書の内容に入る前に、犯罪者の認知に関係する主たる先行研究について概説する。犯

罪をした人には、特有の心理的な特徴があり、これが犯罪行動を促進していることにつ

いては、様々な先行研究が指摘してきた。たとえば、Sykes and Matza （1957） は、非行少
年には、犯罪行為の責任、加害行為、被害を否定するなどして、犯罪行為を正当化する

傾向があることを指摘し、これを中和の技術 （techniques of neutralization） と呼んだ。Gibbs 
（2003） は、非行少年には、道徳的発達の遅れがあることを指摘し、道徳教育の重要性に
ついて論じた。

　Abel, Gore, Camp, Becker, & Rathner （1989） は、性犯罪者には、性的に逸脱した行動や興
奮を合理化する傾向があることを指摘し、これを認知の歪み （cognitive distortion） と呼ん
だ。Abel et al. （1989） によれば、認知の歪みは、 1） 子どもが発達過程において逸脱した
性的興奮を学習し、固着化する、 2） 自分の逸脱した性的興奮を合理化することによって
自己否定を回避する、というプロセスによって形成される。Abel et al. （1989） の認知の歪
みの概念は広く受け入れられてきた。

　本書は、Abel et al. （1989） の認知の歪みの概念について、次のような指摘をしている。
　 1） 認知の歪みは、固定的なビリーフの構造なのか、行動と態度の不協和を減少させる
一時的な作用なのかが、明らかではない （Thakker et al., ch.1）。
　 2） 認知の歪みについての理論的な説明が十分になされてきていない（Thakker et al., 
ch.1）。
　 3） 認知の歪みがビリーフの構造を示すものか、犯罪を実行する時の自己弁護か、ある
いは、社会的非難を免れるための言い訳か、明らかではない （Ward et al., ch.3）。
　 4） 認知の歪みは、情報処理過程のエラーなのか、意図的な情報解釈の誤りなのか、明
らかではない （Langton, ch.5）。
　一方、本書における認知の歪みの定義についても、必ずしも一致しておらず、次のよう

なものが混在している。

　 1） 性犯罪者に共通する犯罪促進的な言明 （Ward et al., ch.3）。
　 2） 心の知識の構造 （structure of mental knowledge） に関係する考え （thoughts）、観点 
（perceptions）、理解 （understanding）、理由付け （reasoning） （Gannon & Wood, ch.4）。
　 3） 被害者や加害行為についての、不適切な解釈、帰責、推論を反映している、犯罪支
持的な認知的構造に影響された生産物 （Langton, ch.5）。
　 4） 犯罪を支持する態度、犯罪実行中の認知的プロセス、犯罪実行後の認知的な理由付
けを含むもの （Eccleston et al., ch.7）。
　以上が本書における犯罪者の認知の歪みに関する議論である。本書が指し示すように、

認知の歪みという言葉には、さまざまな批判と概念の混乱があることが確認できる。日本

の性犯罪者に対する保護観察処遇も、性犯罪者の認知の歪みを修正することを処遇の目標

の一つとしているが、認知の歪みの定義は明らかにされていない。保護観察所における性

犯罪者処遇プログラムにおいては、質問紙調査（ 5段階スケール）によって認知の歪みを
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把握することとしているが、この質問紙調査のどの項目に反応することが、どのような認

知の歪みに該当するのか、という議論もなされていない。今後の実証的な研究・議論が必

要である。

3.2　認知的構造
3.2.1　認知の歪みの3つの側面
　本書において、Langton （ch.5） は、強姦犯の認知について、認知の構造、認知の処理過
程、認知的生産物という 3つの側面があると指摘している。そして、客観的に把握が可能
なものは認知的生産物のみであるため、認知的生産物を手掛かりとして、背後にある認知

の構造や処理過程について推論する必要があるとしている。

　こうしたLangton （ch.5） の指摘を踏まえると、日本の保護観察においても、保護観察対
象者が認知の歪みを象徴するような言動をした場合に、単にそれを問題視するのではなく、

その背景にある認知的構造や処理過程について焦点を当てることが有益だと言えよう。

3.2.2　認知的構造や処理過程の統合的理解
　本書では、認知の背景にある構造や処理過程についての多様な先行研究を統合的に理解

しようとする考え方も提唱されている。具体的には、次の 2つの観点が示されている。
　第一に、Thakker et al. （ch.1） は、子どもを対象とする性犯罪者について、性犯罪の背
景に、生育歴等の歴史的要因、認知に関する要因、心理的要因（情動や動機）、その他

の社会文化的、生理学的要因があり、各要因の相互作用がある、と主張し、統合モデル 
（integrative model） と呼んでいる。このモデルでは、認知の背景にある構造であるスキー
マ （Mann & Beech, 2003） と潜在的セオリー （implicit theory） （Ward, 2000） の理論の相互関
係を明らかにしている。加えて、認知の歪みの概念と、スキーマや潜在的セオリーとの関

係についても整理している。具体的には、次のようなものである。

　 1） 「子どもに対する性的対象視」の潜在的セオリーは、「抵抗しない子どもは性行為を
したがっている。」「子どもとの性行為は性教育になる。」等の認知の歪みと関係している。

　 2） 「権利意識」の潜在的セオリーは「支配」のスキーマと関係している。
　 3） 「危険な世界」の潜在的セオリーは「怒り」のスキーマと関係している。
　 4） 「加害の性質」のスキーマは「触るだけなら害はない。」などの認知の歪みと関係し
ている。

　 5） 「統制不能」の潜在的セオリーは「自棄と不安」のスキーマと関係している。
　第二に、Ward et al. （ch.3） は、認知の歪みの背景にあるメカニズムを把握するための枠
組みとして、判断モデル （judgment model） を提唱している。すなわち、人間は行動する
ために判断をしており、判断には次のような 3つの相互に関係する側面がある、としてい
る。

　 1） ビリーフ （beliefs）：自分や世界の性質について、真実であり、信ずべきことを判断
する。

　 2） 価値 （values）：価値を認め、動機付けを形成するような経験や性質について判断す
る。

　 3） 行動 （actions） ：他者や自分の行動の背景にある意味を判断する。
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　このうち、価値については、犯罪行動の背景にも、人間が追求しようとする基本的な財

（goods） があることを重視すべきとしている。このような財は、たとえ犯罪の原因となっ
たものであっても、個人のニーズを示すものとして尊重することが、更生を促進すると

指摘している。この考え方を発展させ、具体的に処遇のモデルに組み込んだものがGood 
Life Model （Ward, Mann, & Gannon, 2007） である。
　以上の本書の議論を参照しつつ、日本の保護観察処遇ならびに性犯罪者研究について検

討する。上記のThakker et al. （ch.1） の統合モデルという観点については、日本の保護観察
処遇においても、質問紙の回答結果や面接場面での保護観察対象者の認知に関する発言の

背景にある認知的構造を検討するための有益な示唆となる。ただし、Thakker et al. （ch.1） 
は、認知の歪みとスキーマ、潜在的セオリーの関係について、 1対 1の対応関係を想定
しているが、 1対多の関係もあり得ることに留意するべきだと筆者は考える。たとえば、
「子どもとの性行為は性教育になる。」という認知の背景には、「子どもに対する性的対象

視」の潜在的セオリーだけではなく、「権利意識」の潜在的セオリーや「加害の性質」ス

キーマも関係している場合があるからである。 
　日本の性犯罪者におけるスキーマや潜在的セオリーに関する研究は、理論研究も実証研

究も、これまでほとんどなされておらず、今後の課題と言える。ただし、スキーマ、犯罪

支持的ビリーフ等が犯罪にどのような役割を果たしているかは、現時点では検証されたと

は言えないとの指摘 （Thakker et al., ch.1; Gannon & Wood, ch.4） にも留意すべきであろう。

3.3　認知の歪みに焦点を当てた処遇
　本書において、Thakker et al. （ch.1） は、Abel et al. （1989） が指摘した、子どもを対象と
する性犯罪者の認知の歪みについて、Freud （1923/1989）15）が提唱した防衛機制、特に否

認、合理化、反動形成に類似していると指摘している。この見解は、性犯罪者処遇におい

て、防衛機制に焦点を当てた治療等の知見が活用できる可能性があることを示唆する。

　Dean et al. （ch.6） は、性犯罪者の認知に関係する言明 （statements） について、 3つに分
類している。 1） 態度やビリーフを示すもの、 2） 犯罪実行時に考えたことの報告、 3） 
犯罪後に行う犯罪の理由の説明、である。また、Dean et al. （ch.6） は、性犯罪者の処遇に
当たっては、性犯罪者の認知の機能を調べ、認知を変化させるよう働きかけることが重要

であるが、効果的な処遇のためには、犯罪者が持っている様々な認知のうち、優先的に焦

点化すべきものを明らかにすることも肝要であると指摘している。具体的には、 1） 犯罪
支持的態度、 2） 自己洞察を妨げるような認知、 3） 固定的で変化を妨げるような認知、
4） 犯罪に対する脆弱性を強めるようなスキーマに関係するビリーフについて重視すべき
であるとしている。

　Ward et al. （ch.3） は、認知の歪みが、単に、非難を回避するためのものであれば、この
点については、自分が、本当は悪い人間ではない、という主張であると捉え、将来に向け

て、再度過ちを犯さないために動機付けを高めることが有益であると指摘している。

　本書の上記の指摘を踏まえるなら、日本の保護観察においても、認知の歪みの概念に関

係するような現象すべてを処遇の対象とするべきではなく、犯罪との関係に着目し、その

機能を明らかにした上で、その変容を図ることが必要と言える。そのためには、再犯に関

係する認知の歪みを特定する検証が求められる。今後の研究課題である。
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3.4　認知の歪みについてのアセスメント
　本書は、認知の歪みの機能を明らかにするために行われている質問紙による調査研究に

ついて、次のような指摘をしている。

　 1） ビリーフの構造は質問紙調査による把握が困難である （Thakker et al., ch.1）。
　 2） 強姦犯について歪みが検出されないことが多い （Fisher & Beech, ch.2; Langton, 
ch.5）。
　 3） スキーマの把握のためには従来の質問紙以外のアプローチが必要である（Fisher & 
Beech, ch.2; Gannon & Wood, ch.4）。
　 4） 質問紙への反応の平均値は中央値よりも低い。性犯罪者の方が、対照群よりも有意
に質問紙の得点が高かったとする研究でも、不同意の程度が低いことを示しているに過ぎ

ない （Gannon & Wood, ch.4）。
　 5） 質問紙調査は、面接調査と異なり、犯罪時の特定の文脈を再体験させていないた
め、十分な反応が得られていない （Gannon & Wood, ch.4）。
　 6） 質問紙には対象者の見解を公式に質問するという性質があり、スキーマや潜在的な
セオリーが表出されにくい （Gannon & Wood, ch.4; Langton, ch.5）。
　 7） 正当化が働きやすい （Gannon & Wood, ch.4）。
　ここで日本の保護観察における性犯罪者処遇プログラムについて考察すると、前述のよ

うに日本の処遇プログラムでも質問紙調査を実施しているが、保護観察官は、このような

質問紙の限界を意識し、質問紙の回答結果の背後にある認知的構造を明らかにするよう、

面接を併用したアセスメントを行う必要があると指摘できよう。

3.5　強姦犯の処遇のあり方
　本書で、Eccleston and Owen （ch.7） は、強姦犯は、子どもを対象とした性犯罪者とは異
なり、暴力犯罪者と類似しており、反社会的パーソナリティ傾向、攻撃性、衝動性が強い

ことを指摘している。強姦犯は、プログラム参加への動機付けを妨げるような敵対的な認

知を持ちやすいことから、プログラム実施前に、十分な準備的な処遇を行うことが必要で

あるとする。加えて、強姦犯の処遇においては、ライフヒストリーを聴き取り、日常生活

における暴力的行動の変容にも焦点を当てるべきであるとしている。

　さらに本書は、暴力犯罪者の処遇においては、次のような事項に焦点を当てることが有

益であると指摘する。すなわち、 1） 認知の機能 （Sestir and Bartholow, ch.8） 、 2） 認知の
歪みを伴う道徳的発達の遅れ （Palmer, ch.10）、 3） 飲酒による暴力促進的認知 （McMurran, 
ch.12） である。また、暴力を正当化する認知的内容、脅威と敵意を感じやすい認知的過
程、暴力の正常視のスキーマ等の認知的構造に着目するとともに、処遇者に対して示す言

動や態度にも着目して、アセスメントや処遇を実施すべきであることも指摘されている 
（Collie et al., ch.8）。
　Fisher and Beech （ch.2） は、強姦犯に多く見られる「危険な世界」、「女性の性的道具視」、
「性的欲求の制御不能」という 3つの潜在的セオリーに着目して、次のような 3つの類型
化を提唱している。

　 1） 3つの潜在的セオリーが並存している人は、性的にサディスティックで危険性が高
い。このような人には、行動療法 , スキーマ療法、共感性訓練等の濃密な処遇が必要である。
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　 2） 「危険な世界」の潜在的セオリーのみを持つ人は、怒りや敵意が強い。このような
人には、性的な問題のみならず、対人的トラブルや感情の統制といった、より一般的な問

題に焦点を当てたスキーマ療法が妥当である。

　 3） 「女性の性的道具視」の潜在的セオリーのみを持つ人は、犯罪に関係するような逸
脱した性的思考を持たないように行動を統制することに焦点を当てた認知行動療法が有益

である。

　上記のような本書の指摘を踏まえると、日本における保護観察においては、性犯罪者に

対して画一的なプログラムを実施しているが、強姦犯には暴力犯に類似する特性があるこ

とに留意すること、加えて、強姦犯にFisher and Beech （ch.2） が示したような類型の人が
含まれていることに留意して、保護観察処遇を実施する必要があると言える。

3.6　本書の意義
　本書は、性犯罪者を中心とした暴力犯罪者の認知について、様々な先行研究をまとめ、

新たな知見を提示した。本書を精読することによって、犯罪者の認知に関する議論を包括

的に把握できることに加え、犯罪者の改善更生のための処遇のあり方についての多くの示

唆を得ることができる。ただし、性犯罪者については充実した議論がなされているが、一

般の暴力犯罪者については、十分なエビデンスや理論的整理、今後の展望が提示されてい

ない。このことは、暴力犯罪者に関する研究をより充実させる必要があることを示唆して

いる。

　日本の保護観察においては、性犯罪者や暴力犯罪者について、認知行動療法の考え方を

用いた処遇プログラムを実施しており、犯罪者の認知に着目した内容となっている。これ

らの犯罪者処遇の一層の充実を図るために、本書は、研究者のみならず、実務家も参考に

すべき重要な文献である。
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